
令和2年3月3 1日

厚生労働大臣殿

機関名 慶應義塾大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 長谷山 彰 印
I

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究特の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1. 研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活四 恨病対策総合研究事業

2. 研究課題名 生涯にわたる循環呼疾患の個人リスクおよび 団のリスク評価ツ ー ルの開発を目的とした大

規模コホ ー ト統合研究

3. 研究者名 （所属部局・職名）医学部 ・ 教授

（氏名・フリガナ） 岡村智教 ・ オカムうトモJリ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機楼l 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 D 

迫伝子治療等臨床研究に開する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 股應義塾大学医学部 口

厄生労働省の所管する実施機関における動物実験等
D ． 口 □ 

の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称． ） 
D ． 口 □ 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の寄査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の帯査が完了していない楊合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に閑する倫理指針」に準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受糀状況

6. 利益相反の管理

受講 ■ 未受講口

当研究機朋におけるCOIの管理に閑する規定の策定 有 ■ 無□（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOI委員会設骰の有無 有 ■ 無□（無の楊合は委託先機関： ） 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無□（無の楊合はその理由： ） 

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有□ 無 ■ （有の場合はその内容． ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機脱の長も作成すること。



厚生労働大臣 殿
令和2年2月1 0日

機関名 国立大

所属研究機関長 職 名 総長

氏 名 久保 千

―--. 
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次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につし

ては以下のとおりです。

］． 研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習伸病対策総合研究事業

2．研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツールの開発を目的とした

大規模コホート統合研究

大学院医学研究院 教授3. 研究者名 （所属部局・職名）

（麟・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

二宮利治 （ニノミヤ トシハル）

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※\)

有 無ヽヽ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 追伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ． 口 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 国立大学法人九州大学 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） こl ． 口 口

•(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設四の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指遅・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講 ■ 未受講□

有 ■ 無□（無の場合はその理由．

有 ■ 無□（無の場合は委託先機関：

有 ■ 無□（無の場合はその理由：

有口 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

令和2年 3月 13日

帝京大学機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

学 1
tLi言：
二l沖永佳

次の職員の平成31年度厚生労働科学研究費の調査研究における、 倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

l. 研究事業名

2．研究課題名

循環器疾患·糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツールの開発を目的と

した大規模コホート統金研究

3. 研究者名 （所属剖項｝・職名） 医学部・教授

（氏名・ フリガナ） 大久保 孝義（オオクボ タカヨシ）

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※!)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 艇應義塾大学 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． コ 仁］
等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称， ） 
D ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる楊合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に揚合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設骰の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受猫■ 未受講□

有■ 無□（無の場合はその理由：

有■ 無□（無の場合は委託先機閑：

有■ 無□（無の場合はその理由：

有□ 無 ■ （有の場合はその内容

・分担研究者の所屈する機隙の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

機関名

所属研究機関長職名

20.)_.0年ユ月／3日
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大阪灰学

氏名

大学院医笠鱈
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次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名 生涯にわたる 患の リスクおよぴ団のリスク評ツールの を的とした大 コホ ー ト統＾研究

3.研究者名 （所属部局・職名） 医学系研究科・教授

（氏名・フリガナ） 磯博康・イソ ヒロヤス

4.倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

追伝子治療等臨床研究に閑する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口
厚生労働省の所管する実施機閑における動物実験 口 ． 口 D 等の実施に閑する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる楊合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない楊合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に楊合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する

・
揉合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I 研究倫理教育の受講状況 1 受講■ 末受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有■ 無□（無の場合はその理由：

有■ 無□（無の場合は委託先機関：

有■ 無□（無の場合はその理由：

有□ 無■（有の場合はその内容：

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

令和2年2月2 7日

機関名 北海道大学 I 
所属研究機関長職名総長職務代理］［

氏名笠原正典
r
I,il
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次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管； 理に-凡ク 、

ては以下のとおりです。

1.研究事業名

2.研究課題名

循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツ ール開発を

目的とした大規模コホ ー ト統合研究

3.研究者名 （所屈部局・職名） 大学院医学研究院・教授

（氏名・フリガナ） 玉腰暁子（タマコシ アキコ）

4.倫理審査の状況

左記で該当がある場合のみ記入(※J)
該当性の有無

未審査（※
無 審査済み 審査した機関

2) 

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※
口 ． 北海道大学

3) 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． D □ 
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる楊合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受購□

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOR委員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指祁・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

有 ■ 無□（無の楊合はその理由：

有 ■ 無□（無の場合は委託先機関：

有 ■ 無□（無の揉合はその理由：

有□ 無 ■ （有の楊合はその内容：

） 

） 

） 

） 



令和2年3月 13 日
厚生労働大臣 殿

国立研究開発法人
機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

国立循環器病研究センター

理事長

小川 久雄 印

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツールの開発を目的とした

大規模コホート統合研究

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

予防健診部・部長

宮本 恵宏・ミヤモト3シtn

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 国立循環器病研究センタ ー 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 □ 

等の実施に閑する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に閑する倫理委員会の審査が済んでいる塩合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に開する倫理指針」や「臨床研究に閑する倫理指針」に準拠する楊合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指郡・管理の有無

受講■ 未受講□

有■ 無□（無の楊合はその理由：

有■ 無□（無の場合は委託先機関：

有■ 無□（無の楊合はその理由

有□ 無■ （有の塩合はその内容：

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

2ク20 年ふ月 ／／日

機関名 国立大学法人滋賀医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 塩田 浩平

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

l. 研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集、 のリスク評価ツールの開発を目的とした

大規模コホート統合研究

3. 研究者名 （所属部局・職名） 医学部・教授

（氏名・ フリガナ） 三浦 克之 ミウラ カツユキ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審杏済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 追伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． D □ 

迎伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． ． ロ D 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

屈生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 □ 
等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称 ， ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委只会の密査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理敦育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設骰の有無

当研究に係るCOIについての報告 ・ 審査の有無

当研究に係るCOIについての指尊・管理の有無

（留意事項） ．該当する0にチェックを入れること。

受講 ■ 未受構 □

有 ■ 無□（無の場合はその理由：

有 ■ 無□（無の場合は委託先機関：

有 ■ 無□（無の場合はその理由：

有□ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所屈する機阿の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和2年3月1 9日
厚生労働大臣 殿

機関名 札幌医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 塚本 泰司

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習恨病対策総合研究事業

2.研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の固人リスクおよび ー団のリスク評価ツールの開発を目的とし

た大規模コホート統合研究

3. 研究者名 （所屈部局・職名） 保健医療学部・教授

（氏名・ フリガナ） 斎藤 重幸・サイトウ シゲユキ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 D ． ［コ 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 D ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 札幌医科大学 口

耳生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． D 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すぺき倫理指針に関する倫理委貝会の審壺が済んでいる場合は、 「 審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「 末帝査jにチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に楊合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に1共lする倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設四の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCORについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講■ 未受講□

有 ■ 無□（無の楊合はその理由

有 ■ 無□（無の場合は委託先機関：

有 ■ 無□（無の場合はその理由．

有□ 無 ■ （有の場合ばその内容．

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 2年 3 月 I.2.ー日

厚生労働大臣殿
機関名

讐胃氏名 大野英噂喜
喜

所属研究機関長職名

東北大学

総長

; • . 

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理に

ついては以下のとおりです。

1.研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツールの開発を目的とした

大規模コホート統合研究

3.研究者名 （所属部局・職名） 大学院医学系研究科 教授

（氏名・フリガナ） 辻一郎（ツジイチ＿ロウ）

4.倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)
無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． D 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 東北大学 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等
口 • 口 口

の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
ロ ． ロ ロ

（指針の名称：
(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる楊合は、 「審査済み」にチェッ

クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2) 未瑚査に楊合は、その理由を記載すること。
(※3) 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6.利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定

当研究機関における COI 委員会設置の有無

当研究に係る COI についての報告・審査の有無

当研究に係る COI についての指達・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講 ■ 未受講口

有 ■ 無□（無の場合はその理由：

有 ■ 無□ （無の楊合は委託先機閑：

有 ■ 無□ （無の楊合はその理由：

有 ■ 無□ （有の場合はその内容：研究実施の際の留意点を示した

•分担研究者の所Ii［する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



冷和 2 年 3 JJ 2;- 日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

金沢医科大学ニ―

学 長 1山ご胤翌翌
芦神田 享勉I�且］l l I(
但

辛

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利 疇．い

ては以下のとおりです。

循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業1.研究事業名

2．研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の 人リスクおよび 団のリスク評イツ ー ルの開発を目的と

した大規堡コホ＿ート統合紐f究

3.研究者名 （所属部局 ・ 職名） 金沢医科大学総合医学研究所・嘱託＿教授

（氏名・フリガナ）

4.倫理審査の状況

中川 秀昭・ナカガワ ヒデアキ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 ［コ

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ■ 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 金沢医科大学 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
［コ ． 口 D 

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない楊合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に閑する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する揉合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について
I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 末受講□

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCORの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設骰の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■

有 ■

有•

有口

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

無□（無の場合はその理由：

無□（無の場合は委託先機関：

無□（無の塩合はその理由：

無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

令和2年4月］日

所属研究機関長］［蔽名 理事長

機関名 公益財団法人方

戸

”

手i... l l f訂
9==

氏名丹羽太貰 応飼 印
L_ 

次の職員の平成31年度（令和元年度）厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相

反等の管理については以下のとおりです。

1.研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名 生涯にわたる循環＂疾患の·人リスクおよび集、のリスク魯’ ツールの開発を目的とし

た大規模コホート統合研究

3.研究者名 （所属部局・職名） 臨床研究部 主任研究員

（氏名・フリガナ） 山田 美智子 （ヤマダミチコ）

4.倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 4’�証‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 辿伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

辿伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 公益財団法人放射線影響研究所 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 D 
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫埋委旦会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし部若しくは全部の審査が完了していない楊合は， 「未密査Jにチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫埋指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設骰の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCO Iについての指消 ・ 管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講■ 未受講 □

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機閾：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有口 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること c

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

令和2年4月14日

岩手医科大学

学長

祖父江憲治

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名 生涯にわたる／ そ器疾患の リスクおよび炉 のリスクき＇ 価ツ ールの月 を目的とした大 l コホ ー ト統合研し

3.研究者名 （所属部局 ・ 職名）

（氏名・フリガナ）

4.倫理審査の状況

岩手医科大学

坂田＿清羨

該当性の有無

教授

サカタキヨミ

左記で該当がある場合のみ記入(※ l)

有 無 審査済み 審査した機関 末審査(※2)

ヒトゲノム・辿伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 岩手医科大学 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委且会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)末審査に揉合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に閑する倫理指針」や 「臨床研究に閑する倫理指針」に準拠する坦合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機閥におけるCOI委員会設匠の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無□（無の楊合はその理由：

有 ■ 無□（無の場合は委託先機閑：

有□ 無 ■ （無の揉合はその理由： 経済的な利益関係が無いため

有□ 無 ■ （有の場合はその内容．

・分担研究者の所屈する機閑の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和2年3月3 1日
厚生労働大臣

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

機関名 合同会社生活習慣病予防研究センター

所属研究機関長 職 名 代表

氏 名 岡山明 印一

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名

2．研究課題名

循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツールの開発を目的と

した大規模コホート統合研究

3. 研究者名 （所属部局・職名） 合同会社生活習慣病予防研究センター 代表

（氏名・ フリガナ） 岡山 明

4. 倫理審査の状況

オカヤマ アキラ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 追伝子解析研究に関する倫理指針 こ］ ． 口 亡l

迫伝子治療等臨床研究に閑する指針 口 ． 口 □ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 生活習恨病予防研究センタ ー 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 □ ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に閑する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「唖査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない届合は、 「末審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に均合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針Jや「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受購状況

6. 利益相反の管理

受講 ■ 未受講□

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無□（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無□（無の楊合は委託先機関． ） 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無□（無の届合はその理由： ） 

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有□ 無 ■ （有の場合はその内容・ ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。



令和 2 年 3 月 31 日
厚生労働大臣 殿

大 学

氏
門

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

機関名

所属研究機関長 職 名

名

東 邦

学 長

高 松

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2．研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツ ールの舟発を目的とし

た大規模コホ ー ト統合研究

3. 研究者名 （所屈部局・職名） 医学部・教授

（氏名・フリガナ） 村上 義孝・ムラカミヨシタカ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． D 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 □ ■ ロ ロ

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 鹿應義塾大学、滋賀医科大学 口

厚生労働省の所管する実施機閑における動物実険 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる楊合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は 、 その理由を記載すること。
(※3)鹿止前の「疫学研究に閑する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する垢合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 ！受謂 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無□（無の出合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOI委貝会設四の有無 有 ■ 無□（無の塩合は委託先機関： ） 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無□（無の楊合はその理由： ） 

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有□ 無 ■ （有の場合はその内容． ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

I-



令和2年3月23日
厚生労働大臣

（国立医薬品食品衛生研究所長）
（国立保健医療科学院長）

殿

機関名

所属研究機関長 職

氏

名

名

大阪がん循環器病予防センター

所長

伊 藤 苛

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名

2. 研究課題名

3. 研究者名

循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツ ー ルの開発を目的とした

大規模コホ ー ト統合研究 (H29 ー循環器等 ー一般 ー 003)

（所属部局・職名） 副所長兼循環器病予防健診部長

（氏名 ・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

木山 昌彦 キャマ マサヒコ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 舞’`‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 追伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． ロ 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 D ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記戟すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■

6. 利益相反の管理

未受講口

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOI委員会設匝の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究に係るCOIについての指森 ・ 管理の有無 有口 無 ■ （有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

2ク20 年 3 月 ／／日

機関名 国立大学法人滋賀医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 塩田 浩平 印

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 循環器疾患·糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツールの開発を目的とした

大規模コホート統合研究

3.研究者名 （所属部局・職名） アジア疫学研究センター•特任教授

（氏名・フリガナ） 上島 弘嗣 ウエシマ ヒロッグ

4.倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・辿伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「 審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の帝査が完了していない場合は、 「 未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未密査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定

当研究機関における COI 委員会設骰の有無

当研究に係る COI についての報告・審査の有無

当研究に係る COI についての指迫・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講 ■ 未受購口

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

•分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

）

）

）

）



厚生労働大臣 殿

令和 公 年 3 月I f日

機関名 自治医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 永井 良三•r・， ．＇ 印

次の職員の平成3 1年度厚生労働科学研究痰の調査研究における、倫理審査状況及び禾t溢精反等も管理につ

いては以下のとおりです。

l.研究事業名 循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2．研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび 団のリスク評価ツールの開発を目的とし

た大規模コホート統合研究

3.研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4.倫理審査の状況

医学教育センター 教授

石川 鎮清（イシカワ シズキヨ）

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※ 1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 ． 口 ． 自治医科大学 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる楊合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない垢合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する楊合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受購状況 1受講● 未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機閲におけるCOI委員会設四の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指迫・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有■

有■

有■

有口

・分担研究者の所屈する機閑の長も作成すること。

無□（無の場合はその理由：

無□（無の楊合は委託先機関：

無□（無の揚合はその理由：

無■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

令和 2年 3月 1 1日

機関名 学校法人藤田予園藤田医科大学
” I 

・-,::. r...' 

所属研究機関長職名 学長

氏 名 オ 藤栄

次の職員の平成3 1年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ
いては以下のとおりです。

循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業1.研究事業名

2.研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツ ー ルの開発を目的と

した大規模コホ ー ト統合研究

3.研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4.倫理審査の状況

医学部・教授

八谷寛・ヤツヤ ヒロシ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・追伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． D 口

等の実施に関する基本指針

その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
□ ． 口 口

(※ 1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に閑する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に掲合は、 その理由を記載すること。
(※ 3) 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する楊合は、 当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I 研究倫理教育の受講状況 1 受講■ 未受講口

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設骰の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■

有 ■

有 ■

有口

・分担研究者の所屈する機腺の長も作成すること。

無□（無の場合はその理由：

無□（無の場合は委託先機陵：

無□（無の場合はその理由：

無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣
（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿
（国立保健医療科学院長）

令和 2年 3月 10日

機関名 京都大学
所属研究機関長 職 名 医学研究科

翡
8UJL9UTT'： 

氏 名 岩井 一宏i息二ご口BI

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究殿の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

循環器疾患．糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業1.研究事業名

2．研究課題名 生涯にわたる循環器疾患の個人リスクおよび集団のリスク評価ツールの開発を目的と

した大規模コホート統合研究

3.研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4.倫理審査の状況

大学院医学研究科・教授

虫山健夫 ・ ナカヤマタケオ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 血9‘‘‘ 審査済み 審査した機関 末審査(※2)

ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に関する倫理指針 D ． ロ D 

漑伝子治療等臨床研究に関する指針 口 • 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) D ． 口 D 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審究」にチェックすること。

その他（特記事項）
計画の変更のため（デー タを用いず、方法論の議論を中心に活動した）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講D

6.利益相反の管理'

当研究機関における cor の管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設匝の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指西・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■

有 ■

有 ■

有口

・分担研究者の所属する機曲の長も作成すること。

無□（無の場合はその理由：

無□（無の場合は委託先機関：

無□（無の場合はその理由．：

無 ■ （有の場合はその内容：

） 

） 

） 

） 




